
「看護の日」の由来は、近代看護を築いたフローレンス・ナイチンゲールの誕生日にちな

み、５月１２日に制定されました。 ２１世紀の高齢化社会を支えていくためには、看護の

心、ケアの心、助け合いの心を、広く国民が分かち合うことが必要です。このことを老若男

女を問わずだれでも認識するきっかけとなるように、旧厚生省により１９９０年に制定され

ております。

当院では看護の心を届けるために、マーガレットのお花を飾り、多くの方に看護の日を

知っていただく機会となりました。
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